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本論文は、田村直臣（1858－1934）の著作や教案、雑誌など 50 以上の一次資料を時系列に考察し、田村
がキリスト教信仰に基づいて体系化した思想を「キリスト教教育論」として位置付け、そこに展開される日
曜学校教育論、宗教教育論について明らかにすることを目的としている。田村は、近代日本教育史において、
自由民権運動や「男女同権」の思想、青年育英事業、大正自由教育と児童中心主義教育、子どもの権利擁護、
児童文学等、多岐の領域と関わり、それらをキリスト教と結びつけながら、教育理論化し、生涯実践し続け
たキリスト教の牧師であったが、その教育論に特化した研究はほとんどなされてこなかった。 
論文の全体構成は、前半、第１章から３章で、田村が「自由民権」に始まり、「男女同権」を経て、「子供
の権利」へと関心を集約していく過程を明らかにすることで、田村のキリスト教教育論形成の基礎と子ども
理解について述べている。後半の第４章、５章では、田村の信仰生涯の後半生である 1900 年代中頃以降、
本格的に体系化された彼のキリスト教教育論を、「日曜学校教育」と「宗教教育・養育」という二つの側面
から検証している。 
 
 第１章では、幕末から明治維新において、徳川幕府の瓦解を経験した田村が、築地外国人居留地でクリス
トファ・カロザース宣教師の下に形成された「築地バンド」でキリスト教と出会ったことを、田村の教育論
の原点として位置付けている。この「築地バンド」は、首都東京の文明開化と自由民権運動の中心地である
築地、銀座周辺という地域的特性から、極めて政治色の強い国家的性格を持つ日本人キリスト者集団であっ
た。そこで田村は、最先端の英学校に学び、自由で民主的な近代教育をうけ、弁舌・弁論の能力をはじめと
する、個人の意見を表明する力を育成された。 
 この「築地バンド」研究は、1980年代頃までは、「横浜バンド」に比べ傍流とされ、ほとんど注目される
ことがなかったが、近年、近代キリスト教史においてとりあげられ、原胤明、カロザース、新島襄との関連
など、個々に歴史研究がなされている。その中で、本研究では、田村が形成したキリスト教教育論に視点を
据え、彼の教育論が築地バンドを源流としたことの意味を考察している。田村が、築地バンドでキリスト教
信仰を得たことは、彼の教育論に、個の自由と人権の課題、ならびに近代的民主的教育方法論を持たせるこ
とになったことがここで明らかにされる。 
 
 第２章では、田村の銀座時代から、米国留学を経て「日本の花嫁」事件（日本基督教会による田村の教職
剥奪）までの 20 年間をとりあげ、田村の「男女同権論」「女性解放論」の意味の解明を試みている。「日本
の花嫁」事件は、近代キリスト教史において、田村に関して最も注目される事案であり、多くの解説、研究
がなされているが、本論においては、特に、梅本順子、武田清子による先行研究に検討を加え、この事件を
以下のように捉えている。 
1889 年に著された『米国の花嫁』、1890 年の『基督教と政治』、1893 年のThe Japanese Bride の三著作
と、著作に端を発した「日本の花嫁」事件は、田村直臣が、日米を比較し、日本における封建的家族制度と
国粋主義的な天皇制国家づくりの実態を世に知らせ、そこからの解放をもたらす新たなキリスト教的価値観
と文化を教育的に提示したものであった。その思想は、田村の実体験と出会い（日本人女性や米国クリスチ
ャンホームとの出会い）の中で、キリスト者であるならば当然取り組むべき人権の課題として確信付けられ、
その後も田村の教育観や人間理解の中に色濃く残っていく。田村において、これらの女性たちとの出会いは
極めて重要で、特異なものということができる。 
しかし、２年に及ぶ「日本の花嫁」事件の顛末は、同時に、田村に、男女同権、女性解放という主題が、
日本社会の圧力の中にある日本のキリスト教界に、受け入れ難い課題であることを知らせ、また、男性であ
る田村にとって、当事者性を持たない故に困難な課題であることを痛感させることになったと思われる。こ
うして、田村は、牧師としての多様な活動と興味を、若者へ、子どもへと向けていくことになり、「子供本
位」「児童中心」の教育へと、関心と実践を集中していくことになる。 
 
 第３章においては、非凡な才能を持ち、数寄屋橋教会の牧会者として、自営館（青年育英施設）事業の教
育者として、邁進していた田村が、1900年代に入り、二十世紀大挙伝道、足尾銅山鉱毒事件への関わりを経
て、人生の大転換と自覚する「子供本位」へ向かったことをとりあげている。この子ども本位への転換以降
に著された、日本初の子どもの権利論である『子供の権利』（1911）、田村執筆の児童向け読み物や家庭向け
定期刊行物の内容とその変遷から、田村が、子どもの権利思想に根ざした「子供本位のキリスト教教育」を
構想していったことが明らかになる。 
 この『子供の権利』は、教育勅語の跳梁期、「日本独特の国家主義」（河上肇）と呼ばれる天皇制による日
本主義が横行し、「天賦人権」の思想なくして、「義勇奉公」あるのみとされる社会、権利は正義（right）
と見做されない社会の状況下で、キリスト教が説く自由・平等・人権を掲げ、イエス・キリストによって示
された子どもの権利に着目した著作である。これにより、田村は、「日本のルソー」すなわち、「子供の発見
者」「子供の解放者」という立場にあると三浦正は述べ、上笙一郎、関口安義らは子どもの権利思想史上の
田村の功績を高く評価しているが、キリスト教の人権論としてこの著作に踏み込んだ研究はほとんどなされ
てこなかった。本論では、田村が、この小著において、子どもを、「生まれながらに神の子としての権利を
有する存在」として理解し、キリストの子ども観に倣って、その権利擁護に深く関わる必要性を述べ、子ど
も中心、子ども本位の教育理論こそ重要としたことを明らかにする。 
田村のこの考え方は、当時盛んになされていた大挙伝道によって、罪人を回心へと導くという「伝道的教
育」「教育を用いた伝道」への疑問や批判を含んだものであった。そこには、田村が、Ｈ・ブッシュネルの
養育論の強い影響をうけて、乳幼児の養育や家庭教育、親子の有機的関連性やクリスチャン・ホームにおけ
る宗教的養育の重視へとその教育論の焦点を移していく過程が見られる。さらに、田村の子どもの権利論に
は、子どもの経験を重視する自由主義や児童中心主義の新教育思想の萌芽が見られ、田村の次なる教育論に
繋がっていく。 
 
第４章は、田村のキリスト教教育論の前半期に展開された「日曜学校教育論」を、1907 年の著作『二十
世紀の日曜学校』と 1909 年の『日曜学校教師養成通信講義』、ならびに「田村の 11 年制」（後に 13 年制）
と「田村の 14 年制」と呼ばれる、田村が独自に開発した、日本人の手による初の発達段階別日曜学校教案
から考察している。田村直臣と言えば、「日曜学校教育」と言われる人物でありながら、同じく４章でとり
あげた三戸吉太郎と同様に、「日曜学校のこと」、つまり日曜学校教育や、そのカリキュラムの研究は、先行
研究がほとんどなされてこなかった、手つかずの研究領域であった。 
本論では、『二十世紀の日曜学校』に収められた田村の日曜学校教育論の基礎となる文献一覧の一部を資
料として添付し、教案誌として散逸した田村の発達段階別教案（発達心理学の理解から年齢別に考案）を出
来る限り収集し、田村の 11 年制と 14 年制級別教案の比較を行って、その変遷を考察している。これによ
り、田村が体系づけたキリスト教教育の原理、目的、教師養成の理念、日曜学校運営・管理の方法、発達段
階別の対象理解と教育方法等がどのようなものであったのかが確認されると同時に、日曜学校カリキュラム
史における田村の級別教案の意義が明確にされる。 
さらに 4 章では、米国から世界の日曜学校に供されていた国際統一教案（IUL）が目指す日曜学校教育、
ならびに、三戸吉太郎に代表されるメソジスト教会の日曜学校論と、田村のそれを比較検討することによっ
て、当時世界、ならびに日本の日曜学校運動の主流であった日曜学校理論と、田村の日曜学校教育論は、全
く異なるものであったことを明らかにしている。田村の日曜学校教育論は、教授中心の聖書教育の場として、
伝道的教育による数量的成果＝信者獲得を追求し、子どもに勤勉や従順といった徳育をうえつける従来の日
曜学校教育とは対照的な教育論であり、それらを批判的に検証し、それに替わるあり方を提示する新たな教
育論だったということができるのである。 
 
第５章では 1920 年代以降をとりあげ、日本が国民教育、大正自由主義教育に傾斜し、その後軍国主義教
育へと向かおうとする時代の大きなうねりの中で、田村の思想とキリスト教教育論の集大成として表された
「田村の宗教教育論」とは何かを明らかにしている。 
この章における本研究の独自性は、田村の教育論の主著と目され、先行研究もなされている 1920年の『宗
教教育の理論及び実際』と 1925年の『児童中心のキリスト教』（帆苅猛、ヘイスティングズ）の教育論的検
証に加えて、これまで、研究史上顧みられることのなかった最晩年の執筆、「日曜学校全廃論」「再び日曜学
校全廃論について」（1929）、『ナザレのイエスの姿』『ナザレのイエスの背景』シリーズ（1930，1931）、な
らびに対バルト神学に関する論考「バルト神学と宗教教育」「バルト神学につき一言す」（1933）を踏まえた、
田村教育論の全容の解明にある。本章が取り扱う、1920年代から田村の死（1934年 1月）までの十数年の
田村の著作の中には、田村の教育論の軌跡の結論となるもの、その最も特徴的な考え方が集約されて表れて
いる。 
1920年、田村は「日曜学校」教育を自覚的に離れ、科学的、理性的、近代教育学の営みである「宗教教育」
という新しい原理に基づく教育論を明らかにする。この『宗教教育の原理及び実際』と、それに続く 1920年
代の田村の著作は、当時華やかになされていた大正自由主義教育と、一方で資本主義、覇権主義からの要請
であった反革命的な、抑止力としての「国民教育」に対して、キリスト教信仰による宗教教育が、どのよう
な立場をとって歩むのかを注意深く述べる論考となっている。つまり最後期の田村の論考は、狭く、キリス
ト教界、日曜学校界に留まるものではなく、日本ファシズムが広く深く浸透し、準備期を経て、成熟、完成
へと向かおうとする時代に、日本社会で「キリスト教による宗教教育」を実践するとはいかなることなのか
を厳しく自らに問い、そこから編み出されたものだということができるのである。 
田村は、その宗教教育論で、「キリスト教信仰による教育」や、「基督化したる人物」の育成について度々
言及するが、そう述べる際の、「キリスト教」について、それを自明なこととせずに、真摯な探究を行って
いる。そのことは、『児童中心のキリスト教』においては、当時の流行であった、イエス伝によるキリスト
論を用いて、キリストの児童観と「神の子」として生きたキリストを示すことであった。この方法論には、
聖書学的にみて多くの恣意的要素や限界があり、そこから導き出される子ども観は、あまりに楽観的（帆苅）
と批判されるものであったが、田村の宗教教育論を支える、キリストの卓越した児童観＝子ども理解と、福
音書を貫くキリストの「神の子」性を提示し、キリスト教が人格的関係―特に親子関係によって言い表され
る宗教であることを示している点で評価に値するものだと考えられる。 
しかし、1930年、日本ファシズムの進行とバルト神学からの突き上げに対して、田村は、再び、「児童中
心のキリスト教」と言う際の「キリスト教」とは何かを問い直し、キリスト教の真髄＝福音と、それを示す
「イエス」探究へと踏み出していく。病気による体の不自由をおして、共観福音書の史的イエス研究を志し、
伝承史や文化的、地理的、政治的背景を含んだ史実としてのナザレのイエスを福音書から見極めようとし、
ナザレのイエスシリーズを刊行するのである。田村は、このシリーズで、「キリストのドグマ」を越えた、
「イエスの示した福音」にたどり着き、これこそが、宗教教育の核となるべきものであることを見出したと
語っている。それは、「罪からの救い」ではなく、神の子である人間が、たとえ方向違いをしていたとして
も、そこから向き直るとき、天父は必ず赦して迎え入れてくれるという救い、つまり、「わたしたちは神に
愛されている子であるという救い」であった。神の子である恵みに集中し、子であることを救いの中心とし
たという意味で、「子供本位」の福音、「神の子であることの福音」とも言い換えられるものだろう。 
田村は最後まで、自分がたどり着いた、イエスの示した福音が、教育においてどのように展開され、いか
なる方法論をもつことになるのかについて探究と発表を続けている。特に、１９２９年の「再び日曜学校全
廃論に就いて」と、１９３３年の「対バルト神学」の二論考は、田村の宗教教育論の最終形を端的に表すも
のとなっている。 
そこで提唱された田村の宗教教育は、一つには「脱日曜学校教育」論であったと言える。それは、「日曜
学校」教育が特徴として有してきた聖書教授、伝道教化、徳育の強調を全面的に否定するものであり、従来
の大人本位、教師本位の「日曜学校」ではない「子供本位」の教育であった。加えてこの教育は、バルト神
学が強調する絶対的罪人である人間理解を否定し、罪人の reformのみを強調する伝道的教育、人を改革し、
回心させる教育ではなく、神との親子関係の中で、人間の「神の子」性を formする、福音としての形成的、
養育的宗教教育だったのである。 
 
こうして本研究において明らかにされた田村のキリスト教教育論は、聖書学、キリスト論、神学等と強い
学際関係をもって到達した、円熟した福音理解に基づく人間観、子ども観、教育内容を伴うものとして、今
日のキリスト教教育研究に多くの課題を投げかけ続けている。また、これからの日本のキリスト教教育の実
践に資する教育論を構築していく上で、その確かな礎―「選ばれた尊いかなめ石」、「隅の親石」、「躓きの石、
妨げの岩」（ペトロの手紙Ⅰ 2：6－8）―となるものなのだと考えられる。 
附：目次 
 
序論  １ 問題の所在  ２ 研究史的状況  ３ 研究の方法論  ４ 研究課題と本書の構成 
 
第１章 築地バンドにおける「自由民権」との出会い 
 １節 前史－田村による時代考察 
１－１ 誕生から明治維新 
１－２ 明治新政府とキリスト教宣教黎明期 
 ２節 東京・築地居留地と築地バンド 
  ２－１ 本拠地としての東京 
  ２－２ 東京・築地の日本人キリスト者 
  ２－３ 日本宣教萌芽の地として築地居留地          
 ３節 クリスファ・カロザース 
  ３－１ クリストファ・カロザース評伝 
  ３－２ 田村に見る師カロザース 
 要約的考察 
 
第２章 田村の「男女同権」論 
 １節 銀座時代から米国クリスチャンホームへ 
１－１ 「十字屋」二階での出会い 
１－２ ジュリア・カロザース―田村が初めて出会ったキリスト者女性 
１－３ 敬宇・中村正直と男女同権 
  １－４ アメリカ留学・クリスチャンホームとの出会い 
 ２節 帰国後の男女同権論 
 ２－１ 矢嶋楫子と「一夫一婦制建白」 
 ２－２ 田村ゑいとマリア・トゥルー 
 ２－３ 著作から見る田村の男女同権論 
３節 「日本の花嫁」事件   
  ３－１ 「花嫁事件」の概要 
  ３－２ 「花嫁事件」が露わにしたこと 
 要約的考察 
 
第３章 万民の権利から「子供の権利」へ 
 １節 巣鴨自営館と数寄屋橋教会時代  
１－１ 自営館（青年育成）事業  
１－２ 数寄屋橋教会牧師として 
１－３ 二十世紀大挙伝道と足尾銅山鉱毒事件との決別 
２節 田村の「子供の権利」思想 
２－１ 20世紀初頭にいたる世界の「子供の権利」思想の流れ 
２－２ 日本における「子供の権利」思想と田村 
２－３ 『子供の権利』に表される思想 
３節 「子供向け読み物」「子供・家庭向け雑誌」に見る子ども観 
 ３－１ 「児童もの」「家庭向け雑誌」の執筆と刊行 
３－２ 田村の児童文学に表れる「子供の権利」 
 要約的考察 
 
第４章 田村の日曜学校教育論  
１節 田村の日曜学校カリキュラム 
１－１ 田村の時代の日曜学校 
１－２ 戦前の日曜学校カリキュラム史における田村 
１－３ 田村の１１年制・１４年制発達段階別カリキュラム 
２節 田村の日曜学校教育理論 
２－１ 『二十世紀の日曜学校』 
２－２ 『日曜学校教師養成通信講義』 
２－３ １９１０年代の日曜学校教育論の展開 
３節 日曜学校運動における三戸吉太郎 
３－１ 三戸吉太郎とメソヂスト教会の日曜学校 
３－２ 三戸吉太郎『訓蒙神の話』に見られるもの 
３－３ 三戸吉太郎の日曜学校教育論 
 要約的考察 
章末資料１ 11年制・14年制カリキュラム比較  
 章末資料２ 二十世紀日曜学校付録 ブックレビューより 
 
第５章 田村の宗教教育・キリスト教養育論 
１節 『宗教教育の原理及実際』における主張 
 １－１ 大正自由教育と宗教教育 
 １－２ 科学的研究としての宗教教育 
 １－３ 宗教教育の目的としての「国民教育」 
 １－４ 宗教教育の方法と実際 
２節 『児童中心のキリスト教』に込められたもの 
 ２－１ 田村の語る「児童中心」・「子供本位」 
 ２－２ キリストの児童観 
 ２－３ 「神の子」キリストの表象 
３節 「バルト神学」（弁証法神学）と田村の宗教教育論 
  ３－１ 『宗教教育の手引き』から「日曜学校全廃論」へ 
３－２ 「ナザレのイエス」に示された田村の福音理解  
３－３ 「対バルト神学」の遺稿  
 要約的考察 
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